
ゼロエミ横浜の考え 横浜は本当にこれでいいの？？

🌍ゼロエミ横浜の現在の活動目標🌍

横浜市に1.5度目標に整合した温室効果ガス削
減目標（2030年▲60%*2013年度目標）を掲げ
地球にとっても市民にとっても良い温暖化対策

計画をつくってもらうこと

▶国は50％のさらならる高みを目指す
▶COP27では、1.5度に整合した目標の見直しが
求められる

▶クライメートアクショントラッカーや
気候ネットワークは60％以上の削減を提示している

→これだけでも十分60％目標を掲げることを求める理由になりますが、もっと
その意義を理解していただけるように「５つの理由」を伝えます！



理由1
気候変動は待ったなし
1.5℃の約束を守る必要

・豪雨や水害がより頻繁に発生

・台風はますます激甚化し

・夏がより長く、より暑くなることで、熱中症の死者

が大幅に増加し

・農作物や漁業など、食料安全保障へ影響が深刻化し

・海水温が上昇することで、9割のサンゴが死滅し

・海水面上昇によって住む場所を失ったり、洪水や高

潮の影響を受ける人が増加する



理由2
炭素予算から考えると

60%以上の削減が必要

炭素予算：
世界に残された1.5度の温度上昇に達
してしまうまでの妥当な残温暖化ガ
ス総量（300〜900Gt)

▶2050年までの30年をどのようなコ
ースを選ぶかが課題

▶クライメートアクショントラッカ
ーもこれを根拠にしている

データ出典：AIMプロジェクトチーム 炭素予算は人口按分試算

出典：国立環境研究所：脱炭素社会はなぜ必要か、どう創
るか のグラフより作成

目的：温暖化ガスをいかに排出せず気温上昇を抑えるか
→2030年の通過タイムは大きな鍵

50%削減では1.5℃目標を守れない

https://cger.nies.go.jp/cgernews/2021_special/362001.html


理由2 出典：国立環境研究所：脱炭素社会はなぜ必要か、どう創るか

https://cger.nies.go.jp/cgernews/2021_special/362001.html


理由3
歌川さんの試算では

60%以上の削減が可能

横浜ゼロエミへの道

Rieko/5min

断熱や省エネ＋再エネシフト

この制度の徹底でによって、
2030年までに

十分60～65％は削減できる！

詳細はゼロエミ横
浜YouTubeへ！

https://www.youtube.com/watch?v=7mqRY3-bjhU&t=1245s


理由4
長野と鳥取も60%目標

長野は60％目標！

►長野県は当初48％をかかげたが、
パブコメで長野県史上最多の180コ
メントが寄せられ、思い切った見直
しに踏み切った

長野県がCO2を60％削減すると発表！市民の働きかけが届いた

長野県の環境政策課や、地球温暖化対策専門委員
会の委員にも連絡をとり、長野県の方々を交えて、
県と意見交換も行い、目標引き上げを提案した。

● 再生可能エネルギーの拡大計画の割に、長

野県のCO2削減見込みは過小評価されてい
て、もっと積み上げができる

● 気候変動に関する研究機関のプロジェクト

Climate Action Trackerは日本に2030年まで
に62％減を求めている

● 国の目標が低い中、脱炭素で先進的な取り

組みをしている長野県こそ目標を高く設定

して、他の自治体にもいい例を示すことが

大切

https://www.greenpeace.org/japan/sustainable/story/2021/05/27/51582/


鳥取も60％目標！

►省エネ断熱住宅が決め手
欧米並みの断熱性能を設定

しているのは鳥取だけ

脱炭素の決め手 省エネ断熱住宅 鳥取県省エネ住宅制度を聞く

温暖化対策の目的だけでなく、
県民の健康促進も目的

出典：鳥取県資料

https://www.youtube.com/watch?v=WAopOwnMhF4


理由5
横浜市は温暖化対策のリ

ーダー的存在 ゼロカーボン市区町村協議会

▶国に先駆けて「Zero Carbon Yokohama」の実現を宣言
した横浜市が、2050年二酸化炭素排出実質ゼロを表明し
ている全国の市区町村に呼びかけ、脱炭素社会の実現に

向けた政策研究や国に提言を行うことを目的に「ゼロカ

ーボン市区町村協議会」を設立した

▶横浜は130団体（34都道府県）を代表する会長

C40参加都市

▶気候変動対策に取り組む大都市による国際的なネット

ワーク

▶参加都市：ボストン、コペンハーゲン、ダーバン、香港、ロ

ンドン、ロスアンゼルス、メキシコシティ、ミラノ、パリ、ソ
ウル、東京、横浜ほか計96都市

▶Clean Energy部門においては、2016年に横浜スマートシテ
ィプロジェクトがC40アワードを受賞

日本でも世界でも温暖化対策を
リードしていく存在

● ゼロカーボン市区町村協議会

👑会長 国に提言

● C40参加都市

👑過去に受賞も

● 国・地方脱炭素実現会議 構成都市

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/ondanka/etc/zerocarbon-kyougikai.html
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/ondanka/etc/zerocarbon-kyougikai.files/teigen.pdf
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/ondanka/etc/global/c40.html
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/datsutanso/index.html

